


かあちゃんのおなら

ぼくは かあちゃんのおならが だいきらいだ・・・。

まいにち まいにち

あさおきたら おっきなおっきなおならをするから

そのおとで ぼくは いつもめがさめる。

しばらくは ふとんをかぶって ねてるんだけど

そのうち つぎのおならが バフッ！っと ばくはつする。

しかたなく ねむいめをこすりながら おきていくと

かあちゃんは それはそれは おひさまのようなえがおで

いつも こういうんだ。

「おはようさん！

きょうも ひとりでおきれて えらかったね！」 

って・・・。



ぼくは ちいさくへんじして

"おはよう…" とあいさつして

せんめんじょで ジャーッ！と みずをだして

かおをあらう。

なんで かあちゃんのおならは あんなにおっきいんだろう・・・。

まいにち まいにち

おんなじことをかんがえていた。



あるひ ぼくのともだちが

うちに あそびにきた。

かあちゃんは また それはそれは おひさまのようなえがおで

ぼくらをむかえいれてくれて

おやつをもってきてくれた。

「はい どうぞ めしあがれ〜！」

ぼくらは おやつをのぞきこんで 

ふふふ… と かおをみあって にんまりした。

そして、かあちゃんが へやをでていった しゅんかん・・・



ブバーッ！！！



すごいおとが さくれつした。

みんなは

なにがおきたのかと きょろきょろしている。 

そのおとのしょうたいをしっているのは ぼくだけだったから

ぼくだけはおちついていた。

でも、はずかしくて かおがあつかった。



みんながぼくをみて ふしぎそうなかおをした。

そして またすこしして

おなじように すごいおとがした。

みんなは ガスがばくはつしたとか なにかがおちたとか

いろいろいっていたけど

ぼくは すごくはずかしくて かおをあげられなかった。



どうしてもきになった ともだちのひとりが

ついに かあちゃんに こえをかけた。

「おばさん、だいじょうぶ？？？ さっきのすごいおとは なんだったの？？？」



かあちゃんは はじめは めをまるくしていたけど

にっこりわらって

「あれは おならよ！げんきなおならでしょう！？」

と、すなおにこたえてしまった。

ぼくは はずかしくてはずかしくて

かあちゃんを キッ！と にらみつける。



ともだちは かあちゃんが じょうだんをいってるんだとおもって

ケラケラわらいだした。

「おまえんちの かあちゃん、おもしろいなー！！！」

ぼくは  みんながわらってるのをみて ちょっとホッとした きもしたけど、

それでも やっぱり はずかしくて

かおもみみも おおかじになったきがした。



「あらあら、、、 おならはね、ちょうが しっかりうごいてますよー！

おなかは げんきですよー！ って しょうこなの。

だから なーんにも はずかしがることじゃないのよ！」

かあちゃんは そういうと またにっこりわらった。



ともだちは、ちょっと びみょーなかおをしていたけど 

"そっか！" 

と かるく なっとくしたみたいだった。

かあちゃんがだしてくれた おやつをたべて、ワイワイさわいで、

ともだちは ニコニコしながら かえっていった。



みんながかえったあと、

ぼくは ひとり げんかんに つったっていた。

かあちゃんがしんぱいして よびにきてくれたけど、

ぼくは なんか かあちゃんのかおをみたくなかった。

したをむいたまま だまってへやにはいると、

へやのすみっこで ガチャリ...と こころにもカギをかけた。



つぎのひから、

ぼくは

がっこうで からかわれるようになった。



「かあちゃんのおならは ガスばくはつーっ！！！」

いつもなかよしだったともだちが そういってわらった。

みんなが わらいながら ぼくをみた。

ぼくは かなしくなって みんながいないばしょで 

こっそりないて いちにちすごした。



ほんとは いえにもかえりたくなかったけど、

かあちゃんに なんかいいたいきがして 

ないたのがバレないように ゴシゴシなみだをふいて いえにかえった。



かあちゃんは いつもの おひさまのえがおでむかえてくれたけど、

すぐに おひさまは くもにかくれた。

「なにがあったのかな？」

かあちゃんのこえが ぼくをのぞきこんだ。



ぼくは わけわからないけど、ぶわーっ！と なきだした。

「かあちゃんのせいだ！ 

かあちゃんがみんなのまえで あんなおならなんかするから・・・！」

かあちゃんは ちょっとこまったかおをして ぼくのあたまをなでながら 

ふぅ… と いきをはいた。



「おまえは げんきなことが はずかしいのかい？

ちょうがげんきだということは からだがキレイだということなんだよ・・・！？」

ぼくは それでも いやだった。

「だからって、ともだちのまえで しなくてもいいじゃんか・・・！」



かあちゃんは すこしのあいだ だまっていたけど、

しゃがみこんで ぼくのかおを りょうてではさんだ。

「かあちゃんのおならは てんかいっぴんなんだよ。

な〜んにも はずかしがらなくていい。

はなをつままなきゃならないような くさ〜いおならじゃないんだからね。

きれいなもんさ！」

ぼくはまだないていたけど、

ちょっとだけかおをあげて かあちゃんをみた。



かあちゃんは そんなぼくを ぎゅーっとだきしめてくれたんだ。

「おまえのおならだって くさくないだろ？

かあちゃんのは おとがおおきいだけ。

よくいう においなんてありゃしない。りっぱなもんだよ！

だれに なにいわれたか しらないけど、どんっ！と むねはってりゃいいの。

でるものださないほうが からだにわるいんだから。

きになるんだろうけど、きにしなくていいんだよ。

かあちゃんの子だ！

じしんもって どうどうとしてれば だいじょうぶ！！！」



ぼくは もういっかいないた。

なんだかわからないけど、いっぱいないた。

いつもなら 

「いつまでもないてないで はやくかおあらっといで！！！」

って ちょっとむずかしいかおでいわれるけど、

きょうは かあちゃんは そんなこと ひとこともいわなかった。



なきながら ぼくは いろんなことをかんがえた。

"なんで かあちゃんのおならは あんなにおおきなおとがするんだろう？"

とか 

"なんで くさくないんだろう？"

とか。。。

そういえば ぼくも おならしたとき くさくない！

みんな おならはくさい！っていうけど、

ぼくもかあちゃんも ほんとうにくさくないんだ。



ぼくは いっぱいないてから おふろにはいって かおをあらった。

プッ…！

なんか かわいらしいおとがして おならがでた。

ぼくは いそいでじぶんのおしりがあったあたりを くんくん においをかいでみた。



"くさくない！"

なんども くんくんしてみたけど ぜんぜん くさくなかった。

おしりにてをあてて そのても におってみたけど やっぱりくさくなかった。

ぼくは ちょっとうれしくなった。

"かあちゃんと おんなじだー。"

かあちゃんのおならは やっぱりみんなのまえでされるといやだけど、

においがしないのは すごいとおもった。

それから ぼくは みんなにからかわれても

ぎゅっと はをくいしばって がまんするようになった。



ーーーーーーーーーーーーーーー

そんなあるひ。

がっこうにでんわがあって、かあちゃんが こうつうじこにあったから 

すぐびょういんにいくように… って！！！

ぼくは タクシーにのせられて びょういんにいった。



びょういんにいくと かあちゃんは しゅじゅつしつにはいっていた。

ぼくは すごくすごくしんぱいだったのに なぜかなけなかった。

こわくて かなしくて、

じぶんがどこにいて なにをしているのかも わからなかった。

いっぱい いっぱい なんじゅうねんも じかんがたったきがした。

かあちゃんは あっちこっち ほうたいだらけになって しゅじゅつしつからでてきて、

なんにちも 

なんにちも 

ぼくがいくらよんでも めをあけてくれなかった・・・。



ぼくは、、、

ずっと かあちゃんのねているかおを みているしかできなくて・・・。

「かあちゃん・・・ かあちゃん・・・」

なにもいってくれない ほうたいだらけのかあちゃん。

かあちゃんは いつ めをあけてくれるんだろう・・・。



かあちゃんが めをあけてくれるのをまっていた あるひ。 
ぼくが いすからたちあがろあとしたら ブッ… とおならがでた。

そのあと もういっかい・・・。

ぼくは おならのおとをきいて なけてきた。

もう なんにち かあちゃんのおならをきいてないんだろう・・・。

プ・・・ッ。

そのとき ぼくはきづいてなかったけど、

あのとき、ぼくのおならに かあちゃんが おならでこたえてくれてたんだって！



ずっとずっと じかんがたって、

かあちゃんがめをあけてくれたとき、

ぼくは ずーっと いちにちじゅう ないていたかもしれない。

かあちゃんにくっついて、

かあちゃんのかおをみては 

ずっとずっと ないていたきがする。



かあちゃんは こうつうじこをしてから あんなおおきなおならはでなくなったけど、

たまに ばくはつする。

ぼくはそれをきいて おおわらいする。

かあちゃんもいっしょに おおわらいする。

かあちゃんのおなら、だいすき！

かあちゃんのげんきなおなら、ぼく だいすきだよ！



"おいしいおやさい いっぱいたべて、

ごはんもいっぱいおかわりして、

いつも おひさまみたいなえがおでいたら、

げんきなおならになるんだよ！！！"

そういって かあちゃんは それはそれは おひさまのえがおで 

にっこりわらった。



かあちゃん！

いきていてくれて ありがとう！

かあちゃんのおならは 

いつだって ぼくの いっとうしょうだよ！

                                      ーーおしまいーー


